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1 Stell らの報告した臓器大染色法 (2 種類の方法がある)により，喉頭全体の上皮を重層扇平上皮
と多列線毛上皮に染別した。この方法は，一つは， pyronin Y により，多列上皮を赤染し，扇平上皮を


























carcinoma in situ などの異形上皮ないし悪性像をみることがあったO これらの所見は声門部癌群の対
側非癌部声帯に目立ったO
5. 多列上皮の部分では， basal cell hyperplasia の傾向はみられなかった。
6. 対照群よりも声門部癌群，さらには，声門上部癌群の方が上皮の病的所見が多くみられた。た
だい声帯に関しては声門部癌群の方が病変が高度で、あった。
7. 異形上皮として 単純結節状肥厚， ω型肥厚柵状肥厚 不穏上皮を認めた。
8. 多中心性発癌を30例中 3 例 (10%) に認めた。
〔総括〕
これらの成績をもとに，著者は，喉頭の機能の面も考慮して，喉頭癌発癌母地について検討を加え
たO
その結果，声門上部癌と声門部癌では発癌要因が異っていると考えられ，声門上部癌では，声門上
部の化生が発癌のための重要な因子であると考えられた。
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論文の審査結果の要旨
喉頭の悪性腫療の99%は，扇平上皮癌であるため，喉頭における扇平上皮化生が発癌に大きく影響
すると考え，本研究では先ず Stellらの大染色法を用い，喉頭癌患者および正常者の喉頭の扇平上皮化
生の様相を検討した。化生の状態により声門上部のそれを五つの型に 声門下部のそれを二つの型に
分類した。正常者の化生は年令と共に進み，喉頭癌群では正常者よりさらに化生が進行して居り，特
に声門上部癌では声門上部の化生が著明であった。一方 喉頭癌の進展が化生を促進しているのでは
ないことも知った。
次で，喉頭上皮を光学顕微鏡的に検索し，各種の組織的異形像は扇平上皮部にのみ見出され，かっ
正常群より癌群の化生部に多く，特に声門部癌群に多く存在することを知った。また，多中心性発癌
が10% も存在することも分った。
本研究は喉頭癌発癌の今後の解明に対して，まことに興味深い成績を提供しているものと考える。
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